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近年我々は、テトラチアフルバレン (TTF) に水素結合能を有するカ

テコールを直接縮環させた種々の電子ドナー分子 (Cat-TTF 誘導体) を

合成し、これらを用いて水素結合とπ電子が相関した新規有機伝導体の

開発研究を行っている[1]-[7]。この系におけるドナー分子の立体構造なら

びにπ電子系の変化が電子物性や集合体構造に及ぼす影響を調査する

ため、最近3種の新規Cat-TTF系水素結合性ドナー分子を設計・合成し、

これらを用いた有機伝導体結晶の作製を試みた。その結果、これまでに

ベンゼン環を縮環させた Cat-TTF誘導体 (H2Cat-Benzo-TTF、右図上) を

用 い て -(H2Cat-Benzo-TTF)2CF3SO3•H2O ( 右 図 中 ) な ら び に

-(H2Cat-Benzo-TTF)2CH3SO3 (右図下)の作製に成功した。これらは

CF3SO3
−と CH3SO3

−という同形の対アニオンを含んでいるのにもかかわ

らず、ドナー分子配列はそれぞれ型、型と大きく異なっている。こ

の配列の違いの起源を探るため、両者の構造を詳細に調査したところ、

ドナー分子のベンゾ縮環構造が水素結合とともに効果的に働いている

ことが判明したので報告する。また-(H2Cat-Benzo-TTF)2CH3SO3は、非

常に大きな異方性 (t’/t = 3.46) を有する擬一次元相という特異な電子

構造を有するため、その基底状態を現在磁化率測定等で調査中である。 
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